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ー同士の凝集や結晶の成長が抑制され、直径が約 3 nm と極めて微細な構造を有している。 
 この材料を用いて、ストロンチウムイオンの吸着実験を行ったところ、本材料は従来の水熱法で合成













得られたナノロッドは直径が 5~7 nm と非常に微細な構造をもち、またそれに伴いセリアナノロッドの
中で最も大きな 200 m2/g 以上の比表面積を有している。本材料の酸素吸蔵放出能を評価した所、200 °C
においては従来法で得られた材料の約 5 倍の活性を示し、さらに未だ報告例の無い 100 °C 以下におい
ても明確な OSC 挙動を示すなど、低温において高い活性を有することを明らかにした。 














Fig. 3 Ceria nanorods  


















たそれに伴い比表面積も 200m2/g 以上と極めて高い。さらに本材料は 200 度以下の低温域において優れ
た酸素吸蔵放出能を有しており、今後、自動車触媒の性能向上など様々な分野での貢献が期待される材
料である。 
以上のように石川敬章は、触媒機能など材料が有する様々な特性を見出すだけでなく、脱合金化反応
と酸化プロセスを組み合わせることで、金属酸化物一次元ナノ材料の新たな合成法を開発することに成
功している。これは、今後のナノ材料研究の発展に大きく貢献するものであり、石川敬章が自立して研
究活動を行うに必要な高度の研究能力と学識を有することを示している。したがって、石川敬章提出の
博士論文は，博士（理学）の学位論文として合格と認める。 
